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９月の予定 
中３生入試対策講座 

９月１４日（土）午後１時３０分から毎週土曜日始まります。７日（土）はお休みとします。 

夏期講習から始まった受験勉強が本格化します。ご予定ください。 

第２回漢字検定 

１０月２０日（日）第２回漢字検定を行います。締め切り日 ９月１４日（土）です。  

特に中３生は、受験勉強の一環として受検をお勧めします。 

また、高校受験での願書に載せられる最後のチャンスになります。 

祝日の授業について  

9 月 16 日（月）敬老の日・２３日（月）振替休日は、小・中学生とも授業を行います。 
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新
入
塾
生
募
集
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子
育
て
に
お
い
て
、
大
き
な
出
来
事
の
一
つ
が
子
供
の
受
験
だ
と
思
い
ま
す
。
親
の
関

心
は
、
子
ど
も
の
成
績
と
、
ど
こ
に
進
学
で
き
る
か
に
向
か
い
ま
す
。 

 

そ
の
目
標
を
か
な
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
親
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
感
じ

る
の
も
親
心
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

 

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
の
受
験
に
熱
心
に
な
る
ほ
ど
、
見
失
い
や
す
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
受
験
の
持
ち
味
」
で
す
。 

 

こ
れ
を
知
ら
ず
に
、
た
だ
闇
雲
に
受
験
に
取
り
組
ん
で
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
の
受
験

体
験
を
不
毛
に
終
わ
ら
せ
る
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
弊
害
を
招
く
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。 

 

単
に
志
望
校
に
入
れ
る
こ
と
し
か
念
頭
に
な
い
と
し
た
ら
、
入
試
の
結
果
が
ど
う
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
に
自
己
中
心
の
考
え
方
や
習
慣
（
歪
ん
だ
競
争
意
識
、
自
己
に
対
す
る
過

少
評
価
、
自
己
嫌
悪
、
自
己
喪
失
な
ど
）
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

親
と
子
が
、
精
神
的
に
も
、
経
済
的
に
も
せ
っ
か
く
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
結
果
し
か
残
ら
な
い
と
し
た
ら
、
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で

す
。 

 

で
は
、
「
受
験
の
持
ち
味
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
「
受
験
」
と
い
え
ば
、
受
験
そ
の
も

の
に
だ
け
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す
か
、
そ
の
背
景
に
は
も
っ
と
大
き
な
「
人
生
」
が
あ
り

ま
す
。 

 

受
験
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
人
間
力
を
習
得
す
る
絶
好
の
場
な
の
で
す
。 

 

 
 もう一度勉強のやり方について考えよう！ 

 

賢
い
親
は
受
験
を
生
か
す
！ 

  

た
と
え
ば
、「
自
己
実
現
」
で
す
。
私
た
ち
の
人
生
は
自
己
実
現
を
体
験

す
る
こ
と
で
豊
か
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
、
目
標
を
立
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
、
達
成
し
て
い

く
と
い
う
繰
り
返
し
の
な
か
で
体
験
で
き
ま
す
。 

 

受
験
も
、
合
格
と
い
う
大
目
標
に
向
か
っ
て
日
ご
と
の
小
さ
な
目
標
を

達
成
し
て
い
く
こ
と
の
く
り
返
し
で
す
。
人
生
に
お
け
る
自
己
実
現
の
あ

り
方
や
パ
タ
ー
ン
と
そ
っ
く
り
な
の
で
す
。 

 

で
す
か
ら
、
受
験
の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
が
長
い
人
生
を
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
人
間
力
を
習
得
す
る
絶
好
の
機
会
な
の
で
す
。 

 

考
え
て
み
れ
ば
受
験
期
と
子
ど
も
の
自
立
の
時
期
が
一
致
し
て
い
る
の

も
、
た
だ
の
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
験
と
い
う
行
事
を
わ
が
子
の
自

立
に
生
か
す
。 

 

そ
こ
に
こ
そ
受
験
本
来
の
価
値
が
あ
る
の
で
す
。
親
の
意
識
の
持
ち
方

で
、
子
ど
も
の
受
験
体
験
の
質
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
の
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、
受
験
体
験
が
人
間
と
し
て
の
成
長
に
結
び
つ
く
よ
う
に
子
ど
も

と
向
き
合
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

  

子
育
て
は
偉
業 

百
瀬
昭
次 

著 
 

 

教
育
研
究
家
、
百
瀬
創
造
教
育
研
究
所
所
長 

    

  
  

 

 

テストで点数を上げるためには次の３つの要素を満たす必要があります。 

① 学習意欲を高めること（やる気） 

② 勉強法を理解して勉強すること 

③ たくさん勉強すること 

 

①の学習意欲を高めるためには、目標を持つことが必要です。 

子供たちは、実際の数字を上げて何点以上が目標と、テスト前に学校の計画表に書きます。しか

し、それは自分で決めた目標でしょうか。そうでないことが多いようです。 

目標は、ただ、保護者の方が一方的に決めるのではなく、子どもたちと一緒になって、将来のこ

とも考えて決めるようにして下さい。自分の決めたことには、責任を持ちます。目標がないとや

る気になりません。少なくても自己ベストの目標を持ちましょう。 

 

②の勉強法について 

成績上位の子は、それが身についています。そうでない子のノートを見ると、やり直しをしても

正しい答えを自分の間違った答えの上に書いて、答え合わせ、やり直しを、した気分になってい

ます。これは正しい勉強法とはいえません。 

 

正しい勉強法とは、間違えた問題をできるようにすることです。これは、小学校のときに身につ

けてほしいことです。本格的に勉強を始めるのが、小学校に入学してからです。小学校でその勉

強のやり方を教える必要があるのに、それが身についていない子が多いのです。 

保護者の方も学校まかせにしないで、子どもの勉強の様子をもっと見てください。そして、ここ

に載せた正しい勉強法を教えてあげて下さい。 

 

③のたくさん勉強すること 

成績下位の子は、これが全くできていません。「家では勉強できない」と、子どもたちはよく言

います。塾ではそれがわかっていますので、定期テスト前の土・日教室を開けますが、そのよう

にしても思うような点数が取れないのは、絶対的な勉強時間が不足しているからです。学校や塾

だけの勉強時間では、テストで点数を取るための勉強としては足りません。 

 

学校や塾で教えてもらって、できるようになった問題は、今度は自分一人でやってみる。この繰

り返しが成績を上げる最も効果的な勉強法の一つです。 

自分一人で、できることを増やすのが、勉強です。 

 

成績上位の子は教えてもらって納得し理解した問題を、今度は自分ひとりで解けるのかを疑い、

もう一度やってみます。成績下位の子は、教えてもらったら、それでできると思って安心し、何

もしないのです。 

 

   

                                     


